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あかりの日の主要行事として定着し

た｢小学生手作りスタンドコンテスト+｡

このコンテストは､次世代を担う小学

生を対象に､楽しい工作を通じて照明

への関心を高めること､電気に関する

講書哉を養い照明教育の足掛かりとする

ことをねらいとして､日本電球工業会､

日本照明器貝工業会､日本電気協会､

照明苫及会の照明関係4団体で実施し

ている｡

第4回目の今回は､全国から276日通

の参カロ希望があり､この中から抽選に

＼一

代.

■最優秀賞作品

｢リサイクル･スモール･アース+

古目谷聡君(茨城県 小6年)

ゴミとなるジュースの缶のリサイクル古

考えたアイディアです｡見たEはシンプル

ですが､とても大変てした｡(吉日谷君)

より500名の万にスタンド作りの｢基本

セット+を送付した｡

この結果､225点の応募があり､あ

かりの日委員会による一次審査(写真)

で入選作吊30点を選び､二次審査(実

物)でこの中から独創性･機能性･安

全性を中心に評価し､最優秀賞1点､

特別賞4点を選出した｡入選作品は平

成10年10月15日～20日まで東京渋谷の

電力館ギャラリーで展示され来館者に
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楽しんでいただいた｡

■特別賞4作品

●ロマンチック賞｢エツクランプ+

阿野祥子さん(大阪府 小6年)

●ソクラテス賞｢レインボーライト+

松本友芳さん(岡山県 小6年)

●ユーモア寅｢ひらめき一休さん+

西安佐織さん(愛知県 小5年)

●アートデザイン賞｢夏の思い出+

波多野絢子さん(愛知県 小5年)
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亡:

平成10年10月2旧､当照明普及会を

含む関係4団体で構成する｢あかりの

日+委員会メンバー約16□人により､

全国18箇所で｢あかりの日+街頭キャ

ンペーンを実施した｡

当日は､一部の地区では雨にたたら

れたものの､一般の方々の関心は高く

合計21.000個の省エネ型電球､｢住ま

いの照明手帳+およびアンケートはが

きを配布した｡
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(北陸地区)
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(北海道地区)

このたび関西電力の人事異動により

前主査の勝山のあとをうけて､この照

明苦及会だより専門部会主査に就任い

たしました｡

私自身､普及会だよりのような定期

出版物の編集しかもその主査に就任す

ることなど全く初めてのことです｡

それゆえ､この業務の責任の重大さ

に身が引き締まる思いです｡

ところで､苫及会だよりは維持員個

人の皆様は熟読されているとは思いま

すが､所属されている団体の中での評

判はどうでしょうか｡というより読ま

れていますでしょうか｡(私自身この

業務を担当して初めて知った次第ですも)
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(東北地区)

(九州地区)

見開き4ページ､年3回発行という

限られたスペース､頻度ですが､魅力あ

る普及会だよりとするためには､維持

昌の皆様のこ協力がぜひとも必要です｡

普及会だよりに対するこ意見､ご批

判はもちろん叱咤､激励､苦情など､

また掲載すべき施設､ネタがありまし

たら､編集スタッフまでお知らせ下さ

い｡(編集スタッフの氏名は次ページ､

連絡先は表紙をご参照下さい｡)よろし

くお願いいたします｡

苫及会だよりをより多くの方に読ん

でいただき､親しまれるよう維持昌の

皆様および照明普及会の事務局の方々

と力を合わせ､全力を挙げて取り組ん

でいく所存です｡

最後になりましたが､維持員の皆様､

メーカーおよび電力各社には前主査に

も増して､ご協力のほどよろしくお願

いいたします｡

(関西電力･小寺賢治)



北海道地区では､照明学会北海道支

部の事業実行委員が中心となって､毎

年2地区で行う｢あかりの日街頭PR+

や照明知識に関するセミナーを実施す

るなど､照明学会会員はもとより地域

の皆様に対しての照明普及活動を実施

しております｡

活動の一つとして､去る11月19日に

札幌市で開催した｢住まいのあかりセ

ミナー+についてこ紹介いたします｡

北海道地区では､照明に関するセミ

ナーを年2回開催しており､広く一般

の方を対象に､照明の基礎知識や一般

住宅における効果的な照明手法などを

紹介した｢住まいのあかりセミナー+

と､照明関係の仕事に携わっている方
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東京国際展示場(東京ビッグサイト)

にて､以下の通りイベントが開催され

ます｡お近くにお越しの際は､是非お

立ち寄り下さい｡

○ライティンクフェア,99

(第4回国際照明総合展)

日時:1999年3月2日～3月5日

10:00～17:OD

(最終日16:30終了)

場所:東京国際展示場

(東京ビッグサイト)
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を対象に､施設事例を混じえた講義を

行う｢ライティンクデザイン実務講座+

を実施しています｡

｢住まいのあかりセミナー+は今年

で5回目の開催となりますが､家の中

の照明を見直してみたいとお考えの主

婦の方や､新築･リフォームを計画さ

れている方､ハウスメーカーや建築関

係のお仕事に就かれている方など､約

50名の参加をいただきました｡講師は
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○あたらしい照明127号

｢住宅のあかり+特集号

あたらしい照明127号が発行されま

した｡今回は､住宅のあかりをテーマ

に企画し､住まいのライティンクテク

ニック､また部屋別のあかりについて

もおさえておきたいポイントを､イラ

編集スタッフ
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松下電工(株)北海道エンジニアリンク

センターより本間義朗氏､三谷貢子氏

をお迎えし､照度や輝度といった照明

の墓石楚用語の説明から､住宅設計と照

明の関わり､居間･寝室など部屋別の

照明プランニンクなど､普段の生活で

なにげなく使っている照明について､

実際の照明器異を使いながらわかりや

すくお話しいただきました｡

また､最近の社会情勢を反映して､

省エネ型の電球や､高齢者に適した照

明についての説明もありました｡会場

ではショールームでお仕事をされてい

る方から､照明の効果的な使い方につ

いての質問が出されるなど､積極的な

姿が見受けられました｡

北海道支部では､今後も照明に関す

る様々な情報を提供するなど､皆様の

お役に立てる活動を行っていきたいと

考えています｡

スト等を交えながら､わかりやすく解

説しました｡

本体価格:1500円(税･送料別)

○新･照明教室シリーズ

｢道路･広場照明+

今年度の新･照明教室シリーズは｢道

路･広場照明+を特集しています｡道

路や広場の照明に関する基本的な解説

にカロえ､最新の情報を盛込みました｡

本体価格:1500円(税･送料別)

お申込は普及会事務局へFAXにて

FAX:03-5294一口lO2

主査:小寺賢治(関西電力)､幹事:織田光枝(松下電工)

委員:小川史世(岩崎電気)､扇和典(小糸工業)､平野里香(東芝ライテック)

水島保之(三菱電機照明)､小野田行雄(ヤマギワ)

押田直子(照明普及会)
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●湘南銀河大橋

湘南銀河大橋は相模川にかかる長さ

520mの斜張橋で､近隣の平塚市･寒川

町の新しい交通ルートとして､平成10

年に開通した｡橋の主塔は夜になると

ライトアップされ､白く浮び上がった

橋の姿は湘南地域の新しいシンボルと

なっている｡また､道路灯は橋の景観

と調和のとれたシンプルなデザイン灯

を採用している｡橋の名称は一般から

募集して決められ､橋の壮大な変と橋

からの雄大な眺望に､宇宙の限りない

夢と希望が込められている｡

●宮崎県総合武道館

宮崎県総合運動公園内に新築された

武道館｡『ひむかの国の健武の郷』をテ

ーマにスポーツ精神と伝統文化を象徴
するデザインを言式みた｡照明器異っぼ

さを排除した自然石の造形物に光源を

●オホーツクドーム

ポリエステル強化繊維に特殊防水カロ

工を施した膜を膨らませたエアドーム

式の多目的スポーツ施設｡間接照明手

法を用いてクレアのない､均一な明る

さを曜保している｡夜間時は空気膜の

屋根から光が透過して白色の半円形状

の屋根を美しく浮かび上がらせている｡

(資料提供:東芝ライテック)

(資料提供:′ト糸工業)

▲ライトアッ70:メタルハライドランプ∴道路灯:高圧ナトリウムランプ

仕込み､アプローチのアクセントとし

た｡中庭は光ファイバーを用いランド

1叩■==

+‾

■

∩=亡J

-

【れ丸

スケープと一体化させ精神性を表現｡

(資料提供:ヤマギワPDC.A+S)
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